
1.は じめに

2.調査の概要
(1)調査の経緯

7 前開遺跡

7.前 開遺跡

西区伊川谷町前開は、明石川の支流である伊川をはさんで存在する村落

である。地形は、伊川の形成した河岸段丘と沖積地である。

周辺の遺跡を、伊川上流から列記すると、大山寺、前開 (59年度調査)

の古墳時代及び中世集落l■、弥生時代集落址の頭高山遺跡、小寺、長坂等

の古墳時代集落址、池上北遺跡の弥生時代集落址等があげられる。

今年度の調査対象地は、久留主谷川と室谷川にはさまれた東西250m。南

北400mの標高約55mの段丘地である。

対象地に、試掘坑を合計33ヶ所を設定し、試掘調査を行った。その結果、

9ケ所の試掘坑において土坑等の遺構や遺物が検出された。

上記の試掘調査結果から、人幡社の東北部、通称室谷と呼ばれる地区に、

パイプライン及び排水濤等の掘削によって遺跡の破壊される部分に、 トレ

ンチ 1～ 7を設定した。また、その他の回場で、遺跡の破壊される部分に

対しては、設計変更を申し入れ、遺跡の保存に協力を得た。

基本層序は、耕土。床土・黄灰色砂泥・炭を含む褐色泥砂・責色粘上の地山

である。褐色泥砂が、比較的厚い箇所に遺構が検出された。また、黄灰色

砂泥・褐色泥砂の 2層から遺物の出上がみられたが、全体にきわめて少量

であった。検出された遺構は、土坑。濤・ピット等である。

(掛 基本層序
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fig 97 トレンチ位置図
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(3)1ト レンチ

S K01

S X01

(4)2ト レンチ

(5)3ト レンチ

土坑。落ち込み状遺構・ピットが各 1基ずつ検出された。出土遺物は、土

師器・須恵器・磁器片等10片程度である。

土坑 (S K01)は 、長方形のプランで西側短辺に小さな突出部をもつ。

長辺約1.8m、 短辺約1.2m、 深さ約0.2mである。土坑内の上は、炭と

焼土を含む灰褐色泥砂である。土層の観察により、この上坑は当初短辺

0。 8mの ものを1.2mに北へ拡張したものであろうと考えられる。底面及び

壁面は、赤色化するほどではないが焼けている。他の出土遺物は、全くな

かった。

落ち込み状遺構 (S X01)も 、炭を多く含むが、遺物の出土はなかった。

ピットは、 lヶ所で、建物等の性格付けは困難であった。

層位的には、炭を少量含む褐色泥砂層は存在したが、遺構・遺物は検出

されなかった。

南半は、部分的に地山が砂礫層で、遺構は検出されなかった。北半では、

地山が黄色砂泥となり、濤とピットが検出された。間層より少量の土師器

片が出土した。ピットは、径0。 3m、 深さ0.2mである。調査区の制約もあ

り、性格等は不明である。
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fig 99 1ト レンチ遺構平面図
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7 前開遺跡

fig 100

3ト レンチ全景

fig 101

4ト レンチ全景

(6)4ト レンチ  土坑 (S K03)と 濤 (S D02)は、 2・ 3・ 4ト レンチの交点で検出され、
部分的に拡張し調査を行った。この拡張区で、土師器蝸・羽釜、須恵器鉢

の破片が少量出土した。

S K03 S K03は、杓子状の形態をもち、長軸約4.8m、 最大幅約1.8m、 柄の部

分の幅0.8m(推 定)、 深さ約0.2mである。長軸の両端に突出部をもち、

西側突出部分には、径0.15m、 深さ0.3mの ピットをもつ。土坑内の堆積は、

大きく2層 にわかれ、下層は炭層、上層は炭と焼土を多く含む褐色砂泥で

ある。底面及び壁の一部は、赤く焼けている。

S D02は滞状遺構で、最大幅約1.8m、 深さ約0.lmで、東西両端が深く

なり、深さ約0.3m、 西端では、ピットが lヶ 所検出された。濤内の堆積

土は、炭を含む褐色砂泥である。土器等の遺物は、出土しなかった。また、

土坑と濤の間に径0.3m、 深さ0。 lmの ピットが検出されている。

4ト レンチではその他に検出された遺構として、拡張区より西へ約30m

の地点で、径約1.Om、 深さ約0。 lmの炭の詰まったピットヵヽ検出された。

S D02
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fig 103

S K01・ S K02

遺構平面図
4m
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(7)5・ 6ト レンチ

(3)フ トレンチ

S K04

(9)T.P.No38

S K02

tOI T.P.No22,35

S K05・ 06

7 前開遺跡

部分的に炭を含む層が存在したが、特に遺構。遺物は検出されなかった。

4・ 5。 6・ 7ト レンチの交点より南へ約 8mの地点で、土坑 (S K04)

が検出された。短辺約1.4m、 深さ約0.3mで土坑内は、炭が多く詰まり、

底面は赤く焼けていた。遺物は、全く出土しなかった。

S K02は 、T.P.No38で検出された土坑である。プランは長方形で、短

辺に突出部をもつ、炭の詰まった土坑である。長辺約1.8m、 短辺約1.6m、

深さ約0,lmである。長辺、短辺の壁面及び西側突出部分が赤く焼けていた。

焼土。炭の他には、出土遺物はなかった。

T.P oNo22の S K05、 T.P.No35の S K06は 、S K02と 同様の上坑と考

えられるものである。S K05は 、他の土坑に比べて比較的炭の量が少なく、

また、あまり焼けていなかった。ともに試掘坑範囲内での調査で規模等は、

不明である。 S K05,06と もに、土器等の出土はなかった。
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P oNo.38(S K02)

まとめ    検出された遺構は、短辺に突出部をもつ炭の詰まった土坑が 3基、おそ
らく同様のものと考えられる土坑が 3基、炭の詰まったピット1基、その

他に濤 2条・ピット等である。

出上した遺物が微量で時期や遺跡の性格等を判断する材料に乏しいが、

1ト レンチの須恵器鉢片、 4ト レンチの土師器渦片等により13世紀ごろの

遺構であると推測される。

遺跡の範囲は、 6ト レンチを西限とし、 2ト レンチを東限とする。

T,P.No35。 38・ 22、 1ト レンチを結ぶ範囲で、炭の詰まった土坑を中心と

する遺構がひろがることが予想される。

炭の詰まった土坑が、存在する遺跡では、これまでの調査でも遺物の出

土量が少ない。土坑は、等高線に平行してその長軸をもつが、その存在に

規則性があるのか、また、この上坑がどのような性格をもつものなのかは、

今のところ明確にすることはできない。また、これまでの調査例との比較

検討等、今後検討しなければならない課題が数多くある。
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1.は じめに

2.調査の概要

横穴式石室
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8.舞 子古墳群毘沙門 2号墳

舞子古墳群は垂水区舞子坂 2・ 3丁目の舞子陵に所在する横穴式石室を

内蔵する古墳時代後期の群集墳である。かつては10支群、100基以上の古

墳が存在していたといわれるが、多くのものが破壊され、現在は18基を残

すのみとなっている。

昭和44年 に昆沙門 2号墳とその東方約50mに存在した昆沙門 1号墳とと

もに宅地造成のため盛土。石室などの地上部が破壊され、地表から消滅し

た。昭和59年度に当該地でマンション建設が計画されたため、同年、試掘

調査を実施した。その結果、石室の基底部が確認されたため、今回調査を

実施した。当初、調査は石室が遺存すると考えられる範囲を中心に約200ポ

で実施したが、途中、弥生時代後期の遺物包含層、遺構を検出したため、

工事予定地の東方部約350m2の調査を行うこととした。また、残された西

方部にも遺物包含層の広がる可能性があるため、東方部の調査後、試掘調

査を実施することとした。
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ig 105 舞子古墳群位置図 1:5,000
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fig 106

調査区平面図

8 舞子古墳群毘沙門 2号墳

石室は幅4.4m、 長10m、 深さ0。 3～ 0.5mほ どの掘形を地山を切り込ん

で作った後、石を奥壁側より順次置いている。この際、石を安定させるた

め、さらに地山を掘り、小石を下に置くなどしている。

石室の大きさは全長 9m、 玄室幅1.6m、 羨道幅1.2mでほぼ真南に開口

する右袖式のものと考えられるが、袖の位置はその部分の石が失われてお

り判断することが難しい。

また、羨門から外に幅40～ 50cm、 深さ30cmほ どの濤が排水のため付設さ

れている。

0                      10m

hg 107 石室検出状況 (南から) fig 108 掘形内石室撤去後
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0                     5m

ag 109 横穴式石室平面図

遺物は主に石室内から出上しており、須恵器・鉄器・金環などがある。

須恵器は奥壁付近で郭 1・郭蓋 2点、玄室中史付近で不蓋 2・壺 1・高郵

1点が出土したほか、羨門排水口埋土内より細かく砕かれた甕 1個体が出

上している。

鉄器は奥壁付近で鉄鏃 5本。鉄釘 2本、玄室の左右両壁にそって直刀が

それぞれ 1本出土した。

金環は玄室中央左壁付近より1点、羨道部より2点 1対が出上した。

横穴式石室のほかは古墳に関連する濠などの遺構は発見されなかった

が、弥生時代の上坑・柱穴等が検出された。

ag l10 石室内須恵器出土状況 fig.111 石室内鉄器出土状況

その他の遺構
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8_舞子古墳群昆沙門 2号墳

0-― 10cm

ag l12 古墳出土遺物実測図3:S=1/2 4iS=1/1

弥生時代の遺構  弥生時代の遺構 としては長さ 9m、 幅
5m、 深さ0.4mの不定の大形の上坑 1基、

長径80cm、 短径60cm、 深さ30cmの楕円形の

上坑 2基、濤 1条、柱穴 4である。遺構か

らは土器片が僅かに出土した程度である。

また、包含層中より先土器時代のナイフ型

石器が 1点出上した。

西方部の試掘

3.ま とめ

ｆｉｇ 113 ナイフ型石器実測図 S=1/2

これらの調査終了後、土置場としていた西方部の試掘調査を実施した。

試掘 トレンチは、 lm× 10mの ものを3本設けて実施した。
この結果、各 トレンチにおいて地山上に約10cmほ どの遺物包含層を検出

した他、土坑の存在を確認した。

今回の調査では、すでに造成により破壊され、地上より消滅していた古

墳が、工事後も地下に残存していたことを確認した。また、その形態や規

模も明らかになり、 6世紀後半代に築造された右袖式の横穴式石室を内蔵

する古墳であることが半J明 した。

その他、弥生時代後期の遺物や遺構が発見され、同時期の集落址が東石ヶ

谷遺跡からこの付近にまで広がることが明らかとなった。
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1.は じめに

9.五 色塚古墳

史跡五色塚古墳の東側に位置する舞子病院内の遺跡確認調査を昭和59年

10月 に実施したところ、五色塚古墳後円部北東で幅1.5m、 深さ0。 3mの濤

が検出された。

昭和60年 1月 から五色塚古墳後円都北側の市営住宅敷地内の遺跡確認調

査を実施し、後円部の堀に沿って幅 3～ 5m、 深さ0.5mの濤が巡ってい

ることが確認された。

これらの調査結果から、五色塚古墳の堀の外側に滞が巡っていることは、

ほぼ確実であると考えられる。そこで、今回、その濤の性格を明らかにす

ることと、濤の外側に五色塚古墳と関連する遺構が存在するか否かを明ら

かにするため、再度、舞子病院内の遺跡確認調査を実施することとなった。
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ig l14 調査位置および五色塚古墳周溝位置図 1:2,500
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9.五色塚古墳
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2.調査の概要
A 五色塚古墳周溝 前回の試掘調査の際、濤が検出された2ヶ 所のトレンチに接して、今回
(SD団 ) No,10・ 11ト レンチを設定した。No.11ト レンチでは、予想どおり五色塚古

墳後円部の堀に沿って巡る濤が検出された。濤幅は約 6m、 深さ0.3mを

測り、濤底からは、まとまって埴輪片・土師器片が出土した。No。 10ト レン

チでは、削平が甚だしく周濤は検出されなかった。

fig l16

調査地遠景 (西から)

fig l17

五色塚古墳周溝 (南から)
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9 五色塚古墳

0         5m

fig l18 No.11ト レンチ平面図

fig l19

五色塚古墳周溝 (北から)

fig 120

周溝内埴輸出土状況
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B 溝状遺構 No。 5。 No.13ト レンチで濤状遺構 〔S D02(No.5ト レンチ )。 S D04(No。 13

トレンチ)〕 が検出された。

S D02は 、幅1.6～ 1。 9m、 深さ0.8mである。この濤状遺構は、No,1ト

レンチ南端で検出された濤 (S D03)に接続する可能性がある。濤状遺構

内からは埴輸片が出土しており、五色塚古墳と同時期と考えられる。No.13

トレンチで検出された濤状遺構は、幅約4m、 深さlmを測る。遺構内か

らは、S D02同様埴輪片が出上しており、五色塚古墳と同時期の遺構と考

えられる。

fig 122 No.5ト レンチ平面図

―  ― i

fig 123 No.5ト レンチ溝】犬遺構Ni:iY;レンチ平面図9     枠m
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C墓 地

9.五色塚古墳

病院本館南側の広大な敷地内に 6本の トレンチを設定 して調査した結

果、江戸時代後期以降の上葬墓群が発見された。

土葬墓は、1.1× 0.8m、 深さ0.5～ 0。 8mの墓墳内に遺体を埋葬したもの

である。人骨 の残存 していた ものはすべて屈葬であった (ST
04・ 06・ 07・ 11等 )。 おそらく、座棺で埋葬されたものと考えられる。土葬墓

の直上に閃緑岩や蛤壷を塚印として置くものもみられた (S T10。 45)。

副葬品として、染付皿、碗、土師皿、蛉壷、銅製キセル (雁首、吸口)、

寛永通宝、元豊通宝、嘉祐通宝、銅製かんざし (S T04)、 銅製指輪 (S

ヽ

ゝ

ヽ

、

ヽ

ゝ

ゝ

、

代
Ｖ
旦
、

ST07

外

ST06

ST0 2

ST1 4

ST1 9

且g124 上媛墓平面図

2m
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b

2ト レンチ

ST47◎

1ト レンチ

ag 125 1ト レンチ・ 2ト レンチ平面図
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ST19

イ14

■15

T05

3ト レンチ

9.五色塚古墳

8ト レンチ

祥

ヽ

ド

fig 126 3ト レンチ・ 8ト レンチ平面図
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4ト レンチ

9ト レンチ

fig 127 4ト レンチ・ 9ト レンチ平面図
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9 五色塚古墳

ig 128 3ト レンチ南半 (北から) Fig 129 4ト レンチ

131 S T07(南から)

fig 130 S T04(南 から)

ig 132 2ト レンチ甕出土状況 fig 133 S T06(南 から)
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3.遺 物
A埴 輪

B 土師器

4.ま とめ

fig 134

出土埴輪片

埴輪は五色塚古墳周濤 (S D01)と 5ト レンチ S D02、 13ト レンチSD

04か ら出土している。

S D01内からは円筒埴輪、朝顔形埴輪、形象埴輪 (家・衣蓋・収)の破片

が出土し、 S D02か らは円筒埴輪片、 S D04か らは円筒埴輪片と形象埴輪

片が出上している。このうち S D01出上の円筒埴輪は、長径50cm、 短径40cm、

厚さ1.5cm、 第一段タガまでの高さ19帥 を測る楕円形のものである。透孔

は円形で外面にたて方向のハケ調整を施している。

11ト レンチ南半の S D01濤底にピットを掘り据えられていた壺である。

直径約10釦、残存高 8 cmを 測り、平底で底部の切り離しは、回転糸切り手

法による。胎土は粗くもろい。遺物の時期は室町時代以降に降るものと考

えられる。

今回の舞子病院内の遺跡確認調査によって、五色塚古墳周濤が後円部は

東側までは確実に巡ることが明らかになった。周濤は西側肩が検出されて

いないが、幅は6m、 深さ0.3mを 測り、南へ行くに従って徐々に浅くなっ

ている。No.11ト レンチ北端と南端の周濤底のレベル差は、30cmで ある。

掘と周滞との間には、埴輪が巡らされていたことが明らかになった。

一方、No。 1ト レンチ、No.5ト レンチ、No.13ト レンチで検出された濤は、

五色古墳と同時期の滞と考えられるが、どのような目的で築かれた溝かは

不明である。

No.2～ 4ト レンチと、No.8・ 9ト レンチでは、五色塚古墳と関連する

遺構は検出されず、近世の上葬墓群が発見された。土葬墓は、両墓制の埋

墓にあたるもので、塚印を墓上におくものもみられた。人骨の遺存状態が

比較的良好なものをみると、すべて屈葬であった。副葬品は全体的にみて

貧弱で、被葬者が生前愛用していたキセルやかんざし、指輪などの装身具

類や供献された碗、皿類、六文銭などがある。土葬墓の年代は、これらの

副葬品から18世紀後半から19世紀と考えられ、約一世紀の間に営々と築か

れたものと思われる。
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1.は じめに

ィメ字ケち

10敦盛塚

10.敦盛塚

「教盛塚」は、神戸市須磨区一ノ谷町に所在し、鉢伏山の南麓裾部に立

地しており、現在の山陽電鉄須磨浦公園駅より西方150mの 国道 2号線沿

いに位置している。

敦盛塚は、花商岩製の五輪塔で、最下段の地輪の下半部は地中に埋れて

おり、現状での地上部分の高さは約3.4mを測る。五輪塔の四方には、梵

字が刻まれている。

地輪は南北1.26m、 東西1,25m、 地上に出ている部分の高さは、約40cm

で、 2枚の石をつなぎ合わせてできている。

この付近は、源平の一ノ谷合戦場として知られ、寿永 3(1184)年 2月

7日 に、当時16歳の平教盛が熊谷次郎直実によって首を討たれ、それを供

養するためにこの塔が建立されたという伝承から “敦盛塚"の名で呼ばれ

るようになった。この他に源平両軍の戦死者 “あつめ塚"であるとか、北

条貞時が平家一門の冥福を祈って、弘安年間 (1278～ 1288)に建立した等

諸説がある。

須磨寺に残された『当山歴代記』に1よ、文禄 5(1596)年 の地震で倒れ

たが、一夜にして復元したという記録があり、また寛政年間 (1789～ 1801)

に刊行された『摂津名所図会』の記載では、すでに現在の位置に立てられ

ており、地輪の一部は地中に埋れた状態になっていたと考えられる。

ig 135 調査地位置図 1:5,000
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2.調査経過

3.調査の概要
五輸塔の解体

このたび、環境整備を実施するにあたり、昨年度、予備調査を行ったと

ころ、地輪部が人為的に地中に埋められていることが明らかになった。

今回の調査は、現状の写真測量を行った後、五輸塔を解体し、地輪の地

下埋没部の発掘調査を行って、埋納品の有無、修築等の建立から現在まで

の変遷を明らかにするために実施した。その後、この調査結果に基づいて、

建立当時の姿に復元した。

現状の写真測量を実施した後、空輪、風輪、火輪、水輪の 3石をレッカー

により順次解体した。それぞれの石と石の接合部より、「寛永通宝」等の

古銭をはじめ、木札、貝殻等を検出した。

空輪と風輪は一石になっており、空輸部は全長75cm、 最大径69cmを測 り、

四方に「無
。
貰
。
稜・ 薇
・XP?“ 守がみられる。風輪吉Бは全長52帥、最大

径72cmを測り、四方喧、「ζ・К・R・葎・イ
・
孫」の梵字がみられる。風輪の下部には、

ほ ぞ      
‐   ｀

全長15cm、 径20cmの柚が付 く。

火輪は一辺12.8cm× 12.3cm、 高さ77cmを測り、上面には、径約30cm、 深

さ20cmの 円形の掘り込みがある。四方に「三
・
て
・
1・ て
」のす奄字がみらン化る。

水輪は、高さ93cm、 最大径 126cnlを測る倒卵形の石材で、上面はほぼ平

担に仕上げられている。四方に「く
。
で
。
宝
・{」 の梵字がみられる。

1輯

で
い

fig 136

調査前現況



10教盛塚

ig 137 敦盛塚立面図 (写真測量)
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地輸周辺の調査  地輪の東側、西側及び南側に幅50cmの試掘 トレンチ (Etr,Wtr.Sltr)
を入れた後、地輪を埋めた時の掘形の範囲を確認し、掘 り下げた。

‐lil■■年十●ⅢⅢ与■●■IⅢIIIⅢⅢⅢ■|■

掘形は、南北3.2m、 東西3.4m、

深さ1.Omを 測る。埋土は上層か

ら順に、淡黒灰色砂礫土、黄茶褐

色砂礫土、黄青灰色粘質上、灰褐

色砂礫上、暗灰色粘質上で、地山

は茶褐色砂礫上である。黄青灰色

粘質土及び灰褐色砂礫土層より、

寛永通宝や江戸時代の茶碗・皿等

の磁器が出土している。

また、掘形の上層においては、

径 5 cm～ 10cm大の礫が密に埋めら

れており、中には20cm～ 30cln前後

のものもある。

さらに、掘形より南方約 5mの

ところに、土層を確認するため、

1.5m× 0.5mの 試掘 トレンチ

(S2tr)を 入れたが、遺構、遺

物ともに検出センなかった。

fig 139

地輪検出状況

ng_138 調査地平面図

-94-



10敦盛塚

地輸撤去     地輪は、長辺1.25m、短辺0.63m、 高さ0.98mと 、長辺1.24m、 短辺0.63m、

高さ0,98mの 2つの石材を組み合わせている。上面にはそれぞれ、約40×

25cm、 深さ30cHIの くり込みがあり、内面下方には半球形のえぐりが入れら

れている。四方に「■・梵・丸・発」の梵字がみられる。
地輪の地下埋没部を掘り下げて精査すると、地輪の下に凝灰岩質砂岩の

台座があることがわかった。

台座は南北1.32m、 東西1.6m、 厚さ0,25～ 0.35mの一枚石である。

この台座の上面は、東側の方が西側よりも若千下がっているが、地輪の

上面を水平にするため、東側の方では、地輪の下と台座上面の間に、厚さ

10cm前後のやや平たい石を詰め込んでいる。

また、台座の周辺には、北側に 2石、東側に 1石、南側に 2石、西側に

1石の花尚岩製の長方形の縁石が、台座を囲むような形で検出した。南側

の縁石のさらに南側で、花商岩製の割石を 1石検出した。

これらの割石は、いずれも幅が30cm～ 40帥で、全長約80cm～ 140cm、 厚

さ15cm～ 20cmを測る。石の表面上は、上面と側面が、比較的丁寧な調整が

なされ、平滑に仕上げられている。

fig 140

地輪・台座平面断面図

1.淡黒灰色砂蝶土

2.黄茶褐色砂礫土

3.黄青灰色粘質土

4.葉 褐色砂礫上

5.暗灰色粘質土 0       1m
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台座の撤去

五輸塔の復元

台座と縁石をレッカーにより撤去した後、その下を掘 り下げたが、遺構・

遺物は検出できなかった。

写真測量の成果を基にして、教盛塚の復元作業を実施した。

まず、コンクリートによる基礎を築いた上に、台座及び縁石を設置し、

地輪、水輪、火輪、風輪、空輪を順次レッカーを用いて積み上げていった。

復元した敦盛塚の高さは、現地表面から約4.Omを測る。

ng 141 地輪・台座検出状況

fig 142 台座検出状況

-96-



4.出土遺物

10.敦盛塚

今回の調査での出土遺物は、五輪塔の石と石の間から、寛永通宝371枚

の他、元豊通宝、聖宋通宝、太平通宝等の宋銭の模鋳銭や “奉納西国三拾

(対)三所巡礼"と書かれた木札を約30枚検出した。

木札は、幅3.5cIIl～ 4 cIIl、 長さ12cm～ 17cln、 厚さ 2 mm前後の薄い板状の

もので、表面及び裏面に墨書が残っている。

墨書の中には、年号が判別できるものがあり、現在のところでは “享保

十六年亥年 (1731)三 月"及び “宝暦六丙子歳 (1756)正 月吉日"等を確

認している。

また、地輪周辺の掘形内埋土より、寛永通宝 5枚の他、江戸時代の磁器

類 (染付の碗、皿等)、 土師器等が出上している。

fig 143

水輪上面遺物出土状況

一■
■
■
↓
一
一
一
　

１

tig 144  】kオし
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5.ま とめ 今回の調査で出上した遺物は、いずれも江戸時代以降のものばかりであ

り、木札の年号から見ても、宝暦年間 (17世紀中ごろ)以降に埋納された

可能性が高い。したがって、敦盛塚が現在の状態に再建されたのは、少な

くとも宝暦年間以降であると考えられる。

残念ながら、今回の調査では、再建以前の状況については全く不明であ

り、発掘調査によって、建立当時の状態や埋納品に関することは明らかに

できなかった。

しかしながら、当初予想していなかった台座や縁石力`検出された。宝虚

印塔の下に台座や縁石をもつ例はあるが、五輪塔の下に台座をもつ例は、

極めて少ない。

しかも、五輪塔自体の全長も約 4mあ り、全国的にみても、かなり巨大

なものである。

これらの点から見ても、「教盛塚」の建立者が当時でも相当な財力を保

持していたことは容易にうかがえるが、それが、どういった人物であり、

またどういう目的で建立したかということについては、現在のところ不明

である。

以上のごとく、今回の発掘調査においては、「教盛塚」本来の性格につ

いての成果を得ることはできなかったが、今後の調査。検討により新たな

知見を得ることができるようになるだろう。

fig 145

復元完成後現況
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1.は じめに

2.遺跡の立地 鯰慧

11 楠・荒田Hr遺跡

11.く紹
き。銘凸Υ遺跡

楠・荒田遺跡は神戸市営高速鉄道 ,ぉょ、み̀&_´
建設工事に先立つ立会調査によって

発見された遺跡である。昭和53年 10

月から昭和54年 3月 まで軌道予定部

の発掘調査を行った結果、弥生時代

前期の貯蔵穴群や中期の木棺墓・竪

穴住居、古墳時代後期の竪穴住居、

平安時代の柱穴等の遺構が多量の遺

物を伴って検出された。

今回のは、ホテル建設事業に先立

ち、昭和60年 8月 から開発用地内、

約700m2を 対象に約 2ヵ 月の発掘調

査を実施した。           供
当遺跡は六甲山南麓の中位段丘上 δ主
の緩斜面、標高10～ 16m付近に位置  ig 146調査地位置図 1:5,000

し、西側には旧湊川がながれていた。旧湊川の流量は多く、その沖積作用

で六甲山南麓で最も大きい平野部を当遺跡の南方に形成している。

当遺跡周辺は市街地の中にあって最も遺跡の分布の密集する地域の一つ

で、東方約800mに は縄文時代早期から弥生時代前期まで続く宇治川南遺

跡がある。宇治川南遺跡では縄文時代後期・晩期に関東
。東北地方の土器

と関連するものが出土するほか、大分県姫島産と考えられる黒曜石が晩期

前半の上器に伴って出上した。また、神戸大学医学部構内においても、縄

文時代後期の上器の出上が知られている。

弥生時代の遺跡としては、湊川西岸の丘陵上に位置する東山遺跡や、南海産

のゴホウラ貝の腕輪が壺型土器の中から発見された熊野遺跡などがある。

古墳時代前期の集落は不明であるが、背後の丘陵上には夢野丸山古墳や

会下山二本松古墳などの竪穴式石室を内蔵する古墳がある。また、荒田神

社には横穴式石室を主体部とする後期古墳があったことが、西摂大観など

の記録から知られている。

平安時代後期には平清盛の別邸「雪の御所」・福原京が造られたのもこの

付近と推定され、最近、神戸大学医学部の校舎建て替え工事に先立つ発掘調

査ではその一部と考えられる掘立柱建物や大滞の一部が発見されている。

ギ
　

　

ｌ
ｒ
、
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3.調査の概要  今回の調査区は、農地の開墾時の削平や以前の建物の基礎などにより攪

乱を受けていたが、弥生時代前期から中期初頭の貯蔵穴群、中期中頃の掘

立柱建物・土坑・溝などを検出した。

貯蔵穴 貯蔵穴は、16基検出された。この内 7基が前期末、 4基が中期初頭のも

ので、いずれに属するか明らかでないものが 5基ある。平面形は正円をな

し、水平な底から垂直に壁が立ち上がっている。大きさは直径約1.lm程

の小型のものと、1.5m程の大型のものがある。深さは現在30cnl～ 80cmと

幅があるが、本来は lmを超えたものと考えられる。

貯蔵穴内の土の堆積状況はやや中凹上をなして埋没しており、底面から

20cm程、遊離した状態で上器

や石器類が出土する。貯蔵穴

内からは、これらにまじり、

堅果類や獣骨・魚骨などが発

見されている。

掘立柱建物  調査区の南西隅で発見さ
れ、一部は調査区外へ延びる

可能性がある。現状からは東

西 1間 (3.5m)× 南北 2間

(1.4m)の 建物が復元され

る。伴出土器から中期中頃と

思われる。

ng 147 貯蔵穴 (S K01～ 04)

□ 時期不明 (前～中期)

ag 148 調査地遺構平面図
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その他の遺構

4.遺 物

土 器

石 器

11 楠・荒田町遺跡

その他、土坑 2基 と濤 1条を検出したが、時期は中期中頃に属する。し

かし、攪乱を受け破損が著しいことなどから、その性格については不明で

ある。

今回の調査で出上した遺物は整理用コンテナにして約50箱程度である。

その多くは前期末から中期初頭のもので、中期中頃のものが少量である。

土器の様相は昭和53年度調査の出土遺物と同様のものが多い。

hg 149、 150は前期末のものであるが、紋様の中心をなす箆描沈線紋が

多条化の著しいもの (1.2.5。 6.8)と 無紋のもの (3.4.7.

9.10)に分かれる。

また、 8は太細併用沈線紋を顕部に持つもので和泉地方からの搬入品と

考えられる。 3の甕形土器は口縁部に断面三角形の張り付け凸帯をもつ播

磨型と呼ばれるものである。この他、胎土中に多量の結晶片岩片を混じえ

る紀伊型の甕形土器も出土している。■は細い張り付け凸帯により特殊な

紋様を表現する壺形土器の胴部破片である。

fig.152は S K06で出上した中期初頭の上器である。

今回の調査で出上した石器は石鏃が56点 と最も多く、楔型石器・刃器
。

磨製石包丁の順になり石錐は少ない。打製石器の素材は全てサヌカイトで

フレイクやチップも数多く検出した。また、打製石器を作る際に用いたハ

ンマーストーンなども発見されている。

彊

'≦

:'子

~~1〔

11

o                            20cm

ag 149 S K02出 土土器実測図
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S K04出土土器実測図
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5.ま とめ

11 楠・荒田町遺跡

楠・荒田町遺跡において発見された貯蔵穴は昭和53年度調査のものを含

めて、46基となる。周辺が市街地の中心にあり、攪乱などを多く受けてい

る状況や分布域などを考慮すると、その数は100を はるかに越えたものと

考えられる。貯蔵穴の多い北部九州地方や関門地域を除けば、現在知られ

る貯蔵穴の最も多く発見された遺跡と言える。現在まで当該期の集落空間

との立地関係は不明であるが、今後の調査に期待したい。

次に、ここで発見された貯蔵

穴群は、分布状況などから、前

期末から中期初頭にかけて継続

して作 られたものと考えられ

る。このことから貯蔵穴内から

発見された前期・中期と分類し

た土器群は、連続した時代の所

産といえ、土器の型式変化を研

究する上での重要な基準資料と

なろう。

また、当遺跡では53年度調査

でも中期初頭の段階に紀伊型甕

や和泉地方の箆櫛併用紋の重な

どが搬入されていることが確認

されていた。今回の調査では前

期末の段階でこの両地域との交

流を裏付ける資料が発見され、

これらの地域との恒常的な交流

がなされたことが窺われる。

0           10cm

fig 152 S K06出土土器実測図

―
―
_´ 4        11

ig 151 出土土器拓影 S=1/4
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-ig.153 貯蔵穴出土石器実測図

0                雛 m
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1.は じめに

2.調査の概要

層 序

遺 構

12 三川口町遺跡

12。 三川口 町 遺跡

三川口町遺跡の所在地は、平清盛が開いたとされる大輪田泊推定地に接

しており、早くから市街化が進んでいる。このため、埋蔵文化財について

は未知の状態ではあるが、位置的な条件から、その存在は十分予期される

ものであった。

昭和60年 10月 に実施した試掘

調査で現地表下約1.5mで、中

世の上器片を含む土層を確認し

たため、今回の発掘調査を実施

することとなった。調査対象地

区は新築建物の基礎によって破

長を打死ri、ど詠iと尻原墨蓬募患常争ξ〉
し、その他については現状保存設メサ

「
うと

の処置をとった。 fig 154 調査地位置図 1:5,000

発掘調査を実施した地区は、便宜上 1～ 16区 と呼称している。

基本層序は下記のとおりで、試掘調査の結果と基本的には同一であるが、

後述する河道の最深部ではさらに基盤層が深くなっている。なお、第二層

には第 2次世界大戦時の戦災によると考えられる焼土面を含んでいる。

第 I層  攪乱
第Ⅱ層  淡黄色極細砂
第Ⅲ層  淡黄色シルト混り極細砂
第Ⅳ層  淡黒灰色シルト質中砂
第V層  暗灰褐色シルト質細砂
第WI層  灰褐色極細砂 (基盤層)
調査地区のうち、13～ 16区にかけて河道を検出した。幅は15～ 20m、 深

さは最深部で約 lmを測る。この河道の埋没状況から判断すると、最下層

のシルト質極細砂内には多くの植物遺容 (葦 ?)が包含される点、さらに

上層はシルト層で構成される点から、河道と呼称しているものの、常に水

流があったものとは考え難い。恐らく大きな1可川に伴う後背湿地状の凹部

を形成し、大きな氾濫時には水が入り込む程度であったと考えられる。

その他の遺構としては、河道と同時期のものと考えられる大小の落ち込

みを 4・ 7・ 12区で検出しているが、調査範囲が限られていたため、その性

格については断定し難い。
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ag.155 遺構全体平面図



遺 物

縄文土器

弥生土器

12.三川口町遺跡

出土遺物の多くは、河道の埋没土とその上層にあたる第Ⅳ・V層からの

ものである。出土遺物には縄文土器・弥生土器と鎌倉時代後半～室町時代

後半にかけての上師器・須恵器・陶磁器。瓦器・銭貨・木製品などがある。

縄文土器は1点確認しただけであるが、日縁端都直下に1条の断面三角

形突帯を巡らすもので、晩期後半に属する深鉢であろう。

は胎土中に角閃石を含み、茶褐色系の色調を呈す♀1  1     ギCr n

ることから生駒西麓産のものと考えられる。 ag 156 縄文土器実測図

哩

葛 ∝m
ag 157 弥生土器実測図
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12 三川口町遺跡
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どfig 159         物
    7////////J       o

中世遺物実測図                  _

中世の上器   土師器は、量的に最も多く、細片化が進んでいる。器種には皿。蝸・釜等
がある。須恵器はいずれも東播系須恵器と呼ばれるもので、坑。鉢を確認

している。陶器には、壼・甕。鉢があり、備前焼と常滑焼を確認している。

磁器には中国製の青磁碗。皿、瓦器には羽釜・香炉などがある。

fig 160

13～ 14区全景

fig 161

15～ 16区全景
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銭 貨

木製品

hg 163

木簡・下駄実測図

まとめ

銭貨は7枚確認している。このうち、判読可能なもの

は下記のとおりである。

番号 銭 種 初  鋳  年 (西暦)

1 開元通宝 唐  武徳 4年 (621)

2 嘉祐元宝 北宋 嘉祐元年 (1056)

3 元祐通宝 北宋 元祐元年 (1066)

4
□元□宝
□□元宝

不   明

鵬
出
圧
団
団
爬
陶
ν

奪1畿

畿 亀

0              591n

ig 162 銭貨拓影

3.

木製品は木簡。下駄・箸などがある。木簡は両面に墨書が認められるが、

現段階では判読できていない。なお、片面には復原径1,4cmを測る割印の

半分が確認できる。

この他に中世の遺物 として、滑石製石蝸・円板状土製品・漁網錘。ふいご

の羽口などを確認している。

0 彰   1詭 m

今回の調査では大輪田泊に直接関連するような遺構は確認できなかった。

また、時期的に符合するような遺物も確認できなかった。

今回の調査地は先学によって推定された古湊川の流路にあたる。今回検

出した河道は古湊川に伴うものであると推定できる。

また一方で、出土遺物よりみると、数量的にも豊富かつ遺存状態も比較

的良好で、距離的にそう遠くない地点に集落l■が存在する可能性が極めて

高いこと力薪旨摘できる。特に、延慶元年 (1308)に東大寺が兵庫に初めて

関を作って、関税を取っていたことや『兵庫北関入船納帳』には文安 2年

(1445)に備前焼の壷が輸送されていた記事が見えることなどから時期的

にも今回検出した遺物の年代観と一致し、兵庫津に関連した集落l■が今後

の調査の進展に伴って確認されることを期待したい。
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13 西求女塚古墳

西求女塚古墳は、菟原処女をめぐる悲恋伝説に関わる古墳として古くか

らその名を知られた古墳である。しかし、大方の関心が伝説上の主人公の

墓を、実際上のどの古墳に比定するかにあり、西求女塚古墳そのものの実

態は、明らかではなかった。西求女塚古墳は、地元では大塚山とよばれ亭々

たる樹木が繁茂する大きな塚であったが、明治年間に個人の所有に帰し、

その別荘として利用されていたため、古墳はかなり荒廃したようである。

しかし、東求女塚古墳やヘボソ塚古墳のように遺物が出土したという記

録もなく、暫くは閑却されたままであった。

ところが戦後、古墳のある味泥地区の区画整理事業が行われ、昭和39年

に西求女塚古墳は都市公園として供用開始された。その際、公園としての

利用を図るために、古墳上に遊具や遊歩道が設けられ、古墳自体は、全長

100mの東面する前方後円墳として整備された。

それから20年の歳月が経過し、墳丘のいたみが著しくなってきたため、

古墳を整備するという計画がもち上がり、整備上の資料を得るため、国の

補助金を得て調査することになった。

古墳は、旧海岸線から200m内陸へ入った標高7.5mの砂堆上に立地して

いる。

墳古
づヵゝ
塚
め
女
詑
求
吼
西つ

０
１
■

1.は じめに

ag 164 調査地位置図 1:5,000

-111-



2.調 査の概要

第 1ト レンチ

a地区

墳頂部及び裾部の残存状態を調査するため、 トレンチを設定した。

後円部仮中心点 (Po)か ら仮主軸上の西側に第 1ト レンチを設定した。

後円部墳頂部を a地区と呼称する。長さ10。 9m、 幅 2m(面積21.8m2)

のトレンチである。

表上下約1.1～ 1.2mま では公園造成時の盛土が行われている。Poよ り

西へ2.6～ 3.5mの 間でほぼ水平に黄色粘土が広がっている。その高さは標

高12.85mである。この東西両側には、ほぼ同レベル若しくは低いレベル

に刻ヽ円礫群が広がっている。この月ヽ円礫群は直上まで攪乱されており、原

位置を保っているか否かは速断できない。この小円礫群の西側には、板石

群が幅1.5mの範囲に広がっている。この板石群も直上まで攪乱を受けて

おり、その一部が攪乱土中にも散在しており、板石群の板石間にも上層の

攪乱土層と同一の上層が部分的に含まれていることから、すべての板石が

原位置を保っていると断定できない。

この板石群の西端には再び黄色粘土があり、その西壁はほぼ垂直に落ち

込んでいる。

西端の責色粘土から西側は標高約11.50mま で攪乱を受けており、攪乱

層からは近代瓦片などが出上している。この同一層中から、古式土師器の

鼓形器台、小型丸底壼、二重回縁壷などが10数個体分出土している。さら

に、トレンチ東南端の攪乱土中から銅鏡 (獣帯鏡)片 1点が出土している。

伴
‐

＝
ト
ヤ
ー
ー
ゝ
＝
＝
¶
‐
‐

165 トレンチ位置図
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13 西求女塚古墳

tig 166

古墳全景

fig 167

1ト レンチ a区

埋葬施設 (西から)

fig 168

埋葬施設

被覆粘土と礫群
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fig 169

第 1ト レンチ a区

断面および平面模式図

第 2ト レンチ

a地区

b地区

C地区

黄色粘土

0       2m

―
後円部 Poか ら仮主軸上の東側に第 2ト レンチを設定し、後円部墳頂都

を C地区、くびれ部を b地区、前方部墳頂部を c地区と呼称する。各地

区ともトレンチの幅は 2m、 a地区は長さ9.8m、 b地区は長さ3.4m、 c

地区は長さ15.2mで、面積は各々18.8ド、6.8m2、 30.4m2を 測る。

表上下約1.2～ 0.5mは、公園造成時に伴い攪乱上が盛土されている。

その下層は盛上の流上が 5～ 50cm堆積している。その下層は墳丘盛土と

堆定できる黒色シルトのブロックを含む黄褐色砂質土層がひろがっている。

墳丘流土から若干の結晶片岩片と上師器片が出上している。

表上下2.5～ 2.6mま で攪乱盛上がなされており、標高約10m付近で墳丘

盛土 (淡灰色細砂層)を確認した。

攪乱土中には庭石や瓦片が多量に投棄されており、さらに家屋のコンク

リート基礎や、西壁には石組みなどが認められた。表土下0。 7mの黒色シ

ルト層中に結晶片岩片やガラス片が出上している。

表上下1.9～ 2.4mは攪乱上が盛土されている。 トレンチ中央の Poよ り
東へ25～ 28mの 間は、大きな庭石、家屋の基礎などが存在し、除去するこ

とが不可能であったため掘削できなかった。標高約10mから9.25m付近で、・

墳丘盛上の灰色砂質上、黄褐色砂質土等を確認した。

さらにトレンチ東端で墳丘を断ち割ったところ、標高7.4mで褐色砂層

に達した。その直上には約0.3mの黒色粘上が盛られ、さらにそれより上

層が、瓦層堆積になっている。この褐色砂層の上層の黒色粘土は、墳丘盛

上の最下層あるいは、盛土内の段築面レベルに相当する土層である可能性

がある。
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第 3ト レンチ

a地区

第 4ト レンチ

Fig 170

2ト レンチ a区

後円部墳丘盛土

fig 171

3ト レンチ a区

後円部墳丘盛土

13 西求女塚古墳

後円部 Poか ら仮主軸に直交する北側のトレンチである。長さ10m、 幅

2m、 面積20ポ を波1る。

表上下0,7～ 1,3mは 、公園造成時の盛上である。この盛上の下に墳丘盛

土 (黒色シルトのブロックを含む黄褐色砂質土)がひろがっている。

トレンチ南端で上記の盛土がゆるやかに落ち込んでいくが、これが第 1

トレンチ a地区の埋葬施設掘形になるか否かは不明である。

後円部 Poか ら仮主軸に対 して南西へ45°のライン上に設定した。長さ

4m、 幅 2m、 面積約 7m2を測る。表上下0.5m、 標高約 8m付近で墳丘

盛土 (淡褐色砂質土)を確認した。墳丘盛土は全体的に砂質上で、帯状ブ

ロックの黄褐色砂質土を含んでいる。
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fig 172                             ψ

出土土器実測図

まとめ    今回の調査 Iふ 墳丘の残存状態
を知るために実施したが、各 トレ

ンチとも削平、攪乱が著しく、墳

丘構築時の墳丘面を残存する部分

は認められなかった。

しかし、第 1ト レンチ a地区で

は、竪穴式石室の壁体と推定され

る朱痕のある板石材を検出してお

り、鏡片が攪乱から出上している ag 173

6

9             10Cm

3.

銅鏡片 (第 1ト レンチ a地区出土)

ことを勘案して、盗掘を受けているもののある程度石室が残存していると

推測できる。

第 1ト レンチの攪乱土から集中的に出土した古式土師器は、埋葬施設に

接して出上したこと、あるいは集中的に出土している点、さらに他のトレ

ンチの墳丘盛土には遺物が認められない点などから、これらの上器が埋葬

施設に伴う遺物と推定できる。これらの上器は、布留式にほぼ併行するこ

とから、当古墳もこの時期に所属すると推定できる。
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I.は じめに

第12次調査 i

:|:会目:三嘗ま

14 郡家遺跡 (城の前地区)

14.郡家遺跡 (城の前地区第 12・ 13・ 14・ 15。 16次調査 )

郡家遺跡は、神戸市東灘区御影町郡家・御影、御影中町を中心に、東は

住吉川、西は石屋川、北は阪急電鉄神戸線、南は国道 2号線に及ぶと考え

られる遺跡で、六甲山の南麓、天神川によって形成された扇状地から、沖

積地にかけて立地する。今年度の調査地は、標高30m前後の扇状地に位置

する。

昭和58年度から、都市計画道路山手幹線、弓場線の建設に伴い、城の前

週辺で発掘調査を実施しているが、今までの調査で、古墳時代を中心に弥

生時代後期から鎌倉時代にわたる集落址、墓址、自然河道が発見されてい

る。

今年度実施した調査は、城の前地区第12～ 16次調査であり、このうち弓

場線予定地内では、第12、 15、 16次調査を行い、山手幹線予定地内では、

第13、 14次調査を実施した。

翠
斜

１

２

３

４

５

ag 174 調査地位置図 1:5,000
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Ⅱ.城の前地区第12次調査

1.基本層序

2.遺構と遺物
<第 1遺構面>
S B01

S B02

層序は表土、淡灰色砂、黄褐色上、暗褐色上、淡茶褐色砂質土の順に堆

積している。淡灰色砂は中世の遺物を含む包含層で、 トレンチ北部にのみ
存在する。黄褐色土は古墳時代から中世にかけての遺物を含む層である。

暗褐色土は弥生時代、古墳時代の遺物を含む包含層で、 トレンチ中央部で
厚くなっている。特殊な遺物としては、黄褐色土から鉄鏃が、暗褐色土か

らは石鏃、サヌカイトフレーク、軽石、鉄が出土している。

トレンチ北部で、鎌倉時代から室町時代にかけての掘立柱建物l■ 2棟、

古墳時代、中世の柱穴を検出した。

南北 4間、東西 1間以上の掘立建物址で、柱間距離は1.8mである。柱

穴痕の残りは良好で、中には人角形の柱のものも見られた。柱穴掘形から、

鎌倉時代の土師器皿、須恵器片、炭が出上している。

南北 2間、東西 1間以上の掘立柱建物址で、柱間距離は1.8mである。

柱穴掘形から、鎌倉時代～室町時代の瓦器坑、土師器片、炭が出土している。

ig 175 第 1遺構面平面図
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<第 2遺構面>

S T01

S B03

1黒褐色砂質土

fig 176 S T01実測図

14 郡家遺跡 (城の前地区)

トレンチ南部で、弥生時代終末期の上器棺墓 1基、 トレンチ中央部で、
古墳時代中期の竪穴住居址 1棟、その他、古墳時代の柱穴、落ちこみ等が

発見された。なお、 トレンチ南部では土石流が確認された。
壺形土器の日縁部を打ち欠いて構とし、奏形土器の体部下半を蓋に利用

している。土器構は、径約50cIIlの円形の掘形に、頸部が南西方向、斜め上

を向いた状態で埋められていた。上器棺内からは、骨片、炭が、掘形から

は鉄器が出土している。壼形土器は、

現存器高、腹径ともに約40cIIlの球形

の器体を持ち、平底で、顕部に平た

い突帯を巡らす。突帯には、クロス

形のヘラ描きが施されている。

城の前地区第15次調査で発見され

た S B01と 同一の住居址の西端を確

認した。住居址の形は不整形であり、

方形を呈していない。埋土中からは、

6世紀初頭の須恵器、土師器が出土

している。

角 1/60

hg 177 第 2遺構面平面図
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ig 178 第 1遺構面 S B01・ 02(北から) ig 179 第 2遺構面全景 (北から)

ig 180 第 2遺構面全景 (南から) fig 181 S T01(東から)蓋除去後 (下 )
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14 郡家遺跡 (城の前地区)

Ⅲ.城の前地区第13次調査

1.調査経過 城の前地区第13次調査は、昨年度に行った城の前地区第 7次調査西 4区

の下層の調査である。昨年度の調査では、淡茶褐色砂質土上面で、古墳時

代中期～後期の竪穴住居址■棟、掘立柱建物址 1棟、土坑、柱穴、河道が

発見された。また、 トレンチ東北部を除いては、下層にも遺構が存在する
可能性が考えられた。民家への車の通行路を確保するため、 トレンチ東南
部については、昨年度中に下層の調査を行い、弥生時代後期の竪穴住居l■、

古墳時代の柱穴などを検出した。残りの部分については、真砂上で埋め戻

しを行った。

今年度は、真砂上を重機で除去し、人力で、遺構内の真砂土を除去、清

掃したのち、淡茶褐色砂質上を掘削した。しかし、明確な遺構面は存在せ

ず、淡茶褐色砂質土を若干掘削した深さで検出される遺構と、さらに掘り

下げて検出される遺構が確認された。上層からは、古墳時代の須恵器片、

土師器片、炭、下層からは、古墳時代の上師器片が出土した。また、最終

遺構面では、太形蛤刃石斧、砥石が発見された。

ig 182 調査地遺構平面図
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2.遺構と遺物
S B13

S B09

柱穴群

古墳時代の竪穴住居址 2棟、柱穴、土坑などが検出された。

上層で検出された S B13と 同一の住居址で、床面の上を除いたところ、

4本の主柱と上層の壁の内側を巡る幅約60cIIIの濤が見つかった。北側の滞

では、上層の壁よりも北側にもぐり込んで検出された。このことから、下

層にあった住居址が埋没した後、その直上から新たに竪穴を掘りこんだも

のか、あるいは、壁が南側へ崩落したものと考えられる。柱穴掘形からは、

土師器片、炭が、濤内からは、須恵器片、鉄器が出土している。

上層で発見された S B09と 同一の住居址で、 S B13と 同様に、下層で北

側に層力S薄 くもぐり込んでいる状態が確認された。埋土中からは、土師器

片が出土している。

柱穴は70余 り検出されたが、建物になるものは確認できず、 トレンチ北

部で、 5個の柱穴が、東西方向に並ぶのみであった。柱穴の中にも、下層

で、層が北へもぐり込むものがある。出土遺物は、土師器、須恵器、鉄器、

種子、炭である。

ig 183

調査地全景 (西から)

tig 184

S B131稲 から)
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14.郡家遺跡 (城の前地区)

Ⅳ.城の前地区第14次調査

1.基本層序 層序は表土、淡褐灰色上、黄褐色上、暗褐色土、淡茶褐色砂質土となっ

ている。淡褐灰色上・黄褐色土は古墳時代から中世、暗褐色土は弥生時代・

古墳時代の遺物を含む包含層である。淡茶褐色砂質土は遺物を含まない層

で、これを基盤に遺構が構築されている。特殊な遺物としては、暗褐色土

から、石鏃、鉄器、骨、種子が出上している。

2.遺構と遺物  弥生時代後期の竪穴住居址 2棟、自然河道、古墳時代中期～後期の竪穴
住居址12棟、掘立柱建物址 3棟、土媛墓 1基、土器棺墓 1基、土坑、柱穴

や、平安時代の上墳墓が検出された。

弥生時代後期の遺構

S B07     東西径6,Om、 南北径推定6.5mの円形住居址で、 4本の主柱が検出され
た。北側は攪乱を受け、南側は S B10に よって切られている。埋土中から

は、弥生土器の他、鉄鏃が出上している。

S B15     東西径7.Om、 南北径7.4mの円形住居址で、 S B16、 S B05、 S K01に
切られている。中央土坑、 4本の主柱、周壁濤を持ち、東南端床面で長頸

壺形土器 2個体、高杯形土器 1個体、壺形土器 1個体、北端床面で長顕壺

形土器 1個体、高杯形土器 1個体、甕形土器 2個体が検出された。長頸董

形土器は、いずれもほぼ完形である。また住居址中央部には、礫群が見ら

れ、礫の間には弥生土器・炭が混在していた。一番大きな石の下からは、

完形の鉢形土器が発見された。これらの弥生土器は、畿内第V様式に属す

る。他に、埋土中より砥石が出上した。

自然河遭    調査区西南隅で検出された河道で、北西から南東へ流れている。河道内
には粗砂と細砂が交互に堆積し、弥生土器が多く出上した。上層からは、

古墳時代の須恵器、土師器、軽石、鉄器も出土している。

fig.185  S B15 ig.186 S B15遺 物出土状況
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ig 187 調査地遺構平面図
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14.郡家遺跡 (城の前地区)

9             10cm

fig 188 S B15出土土器実測図

古墳時代中期～後期の遺構

S B03     東西2.9m、 南北3.2mの小型の方形住居址で、床面より10～ 15cm浮いた

状態で、 6世紀初頭の須恵器郭。有蓋高不が検出された。

S B04 S B03と 同様、小型の方形住居l■で、東西2.6m、 南北3.2mを測る。 6

世紀初頭の須恵器郭、高杯、甕、土師器高杯、甕が、床面から離れた状態

で出上した。特に土師器甕は平均30cm以上床面から離れている。埋土中か

ら,は、骨 (人骨か獣骨か不明)が出上している。また、住居l■西辺中央に

は上の焼けた部分がある。

東西5.Om、 南北4.4mの方形住居址で、床面から5世紀後半の須恵器把

手付坑、 6世紀初頭の須恵器不、 2つに割れているがほぼ完形の上師器甑

の上に土師器奏の破片がのった形で出上した。また、埋土中より滑石製勾

玉が検出されている。

北側は調査区外にあり、西側は攪乱を受けている方形住居l■で、規模は

不明である。 6世紀初頭の須恵器、土師器が出上している。

東西3.4mの方形住居址で、南辺は S K03に 切られている。西辺で周壁

濤が検出されている。

S B07を切る方形住居址で、 3隅が調査区外にあるため、規模は不明で

ある。柱穴が 1つ検出されている。床面上には、炭層、焼土層が広がり、

6世紀初頭の須恵器lTh、 土師器高lThが出上している。

S B05

S B08

S B09

S B10

％
∋
・
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S B13
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S B14

S B01・ 11・ 16

竪穴住居址出土遺物

6褐色土
S B04遺構実測図 1～4S=1/4 5S=1/2

隣接する東側の地区の調査 (城の前地区第 7次調査西 4区)で検出され

た方形住居址の西辺である。住居址の規模は、東西6.Om、 南北6。 7mであ

ることが判明した。周壁濤を巡らしており、床面で 6世紀初頭の須恵器邪

が検出された。埋土からは、須恵器・土師器の他、鉄器が出上している。

S B05を床面まで下げたところで検出された方形住居址で、東西3.6m、

南北3.lmを測り、北辺中央に亀を持つ。埋土より、 6世紀初頭の須恵器、

土師器が出上している。

すべて方形の住居址で、 S B01は東西6.2m、 南北6.Om以上 (北辺は攪乱

を受けている)。 S Bllは東西5,5m、南北6.Om、 S B16は東西7.Om、南北6.6m

を測る。出土遺物は6世紀初頭の須恵器、土師器であり、切り合い関係から、

S B16→ S Bll→ S B01′→ S B01の 順に建てられたと考えられる。

S B01は、北辺中央に竃を持ち、竃には支柱石が残っていた。

S B01′ は、S B01と 重なり合う住居址で、S B01の 西端を除いて、床

面が 1段低くなっている部分に当たる。

S B16は 、周壁濤を巡らし、北辺中央に竃を持ち、4本柱であったと考

えられる。須恵器、土師器の他に、管玉、軽石が出上した。

2間 X2間の総柱の建物で、柱間距離は南北方向1.5m、 東西方向1.4m

である。西南隅の柱穴は攪乱を受けて失われている。柱穴掘形からは、土

S B02
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S B17

S B18

S T01

S T02

S K03・ 04

S K05

S K01

一          -200m

l暗掲色土

2砂混暗褐色± 9      'm
fig 191 S T01実 測図

1暗灰褐色土 (炭混 じり)

五g 192 S T02実 測図
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14.郡家遺跡 (城の前地区)

師器片、須恵器片が出上している。

2間 ×2間の掘立柱建物で、柱間距離は東西方向2.lm、 南北方向1.4m

である。 S B05が埋没したあとに建てられている。土師器片、須恵器片が

出上している。

梁行 3間、桁行 4問以上の南北棟建物で、 S B09を切っている。柱間距

離は1.4m～ 1.6mである。出土遺物は、 6世紀初頭の須恵器、土師器、炭

である。

東西1.lm、 南北2.8mの長楕円形の上城で、上層から、

6世紀前半の須恵器提瓶、不、甕、滑石製有孔円板が出土

した。これらは埋葬時に供献された遺物と考えられる。

自然河道が埋没したあとに掘られた直径33cl■の円形 ig DO滑石製村[円盤S=1/2

土墳に、土師器甕が、少し傾いた状態で埋められていた。掘形からは、須

恵器無蓋高不片が出上し、土器棺内からは骨片が検出されている。

S K03は S B09を切る、 S K04は S T01に切られる土坑で、ともに南側

は調査区外にあるため、規模は不明である。

S B09が埋没した後に掘られた直径50cmの 円形土坑である。土坑埋上の

上。中層から、 6世紀初頭の須恵器邪、甕が出上した。

平安時代の遺構

東西1.3m、 南北1.7mの浅い楕円形の上坑で、 S B16・ S B05。 S B15を

切っている。土師器皿、黒色土器などが出上している。

ヾ
誓
つ

30cm



fig 193

調査地全景

(東から)

fig 194 S B04(西 から)

tig 197 S B01・ 11・ 16 S K01(西 から)

Fig 195 S B02(北西から)

fig 196 S T02(西 から) fig 198 S T01(】ヒから)
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V.城の前地区第15次調査

1.基本層序

2.遺構と遺物
<第 1遺構面

検出遺構>

S D02

S D03

<第 2遺構面

検出遺構>

S B02

S B01

トレンチ南半で、古墳時代の濤

2条 を検出した。

S D03を切って、西から東へ流

れる浅い濤である。幅は40～ 70cll

で、須恵器片、土師器片が出土し

ている。

S B02・ S X02を切って北東か

ら南西に流れる浅い濤である。幅

は30～ 60clnで、 6世紀末の須恵器

郭、土師器片が出土している。

トレンチ南半で、古墳時代の竪

穴住居址 2棟、濤 1条、古墳時代・

鎌倉時代の上坑、柱穴などを検出

した。鎌倉時代の遺構は、 トレン

チ北半に多く確認された。

南北4.7m、 東西5,Omの方形竪

穴住居址である。火災によって放

棄された住居址と考えられ、床面

上には炭の層が堆積され、垂木と

思われる炭化材が多く検出された。 
｀

床面出土遺物は、土師器壺・鉢・奏

などで、 5世紀後半に属するもの

と考えられる。.その他、埋土から

は須恵器、鉄片も出上している。

方形竪穴住居址の東端で、 SD
01に切られ、S B02を切っている。

城の前地区第12次調査 S B03と 同

一の遺構と考えられ、規模は南北

7.Om、東西は8.Omと 推定される。

14.郡家遺跡 (城の前地区)

~X〓 -41,756

｀` Xヽ=-141'88

表土、青灰色上、淡褐色上、黄褐色上、暗褐色土、淡茶褐色砂質上の順

に堆積する。黄褐色土は古墳時代から中世の、暗褐色土は古墳時代の遺物

を含む包含層であり、暗褐色土は、 トレンチ北部には存在しない。

Y=を4420  o               lm

ag 199 調査地遺構平面図

・
篭
°
③
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S X02

S D01

fig 200

調査地全景 (南から)

tig. 201

S B02・ S X02

Φ雪から)

S B02を切る楕円形の落ち込みで、東側は調査区外にある。 6世紀初頭

の須恵器、土師器、鉄片が出上している。

S B01、 S B02を 切る、幅20～ 40cmの南北方向の海である。土師器片、

炭が出土した。
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ag 202 第16次調査地全景 (北から)

14.那家遺跡 (城の前地区)

0                         10m

ag 205 第16次調査地遺構平面図

S B01・ 02(北から) ♀
Ⅷ

ig 204 鎌倉時代溝 (東から)
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Ⅵ.城の前地区第16次調査

1.基本層序

2.遺構と遺物
<第 1遺構面>

く第 2遺構面 >

S B01

S B02

Ⅶ.ま とめ

表上、淡褐灰色上、黄褐色土、茶褐色上、淡茶褐色砂質上の順に堆積す

るよ トレンチ北部は一段高くなっており、黄褐色上が存在しない。 トレン

チ南部は、淡茶褐色砂質土上面で、南へ傾斜しており、茶褐色上が厚く堆

積している。淡褐灰色土は中世の遺物を含み、黄褐色土は古墳時代から中

世の遺物を含んでいる。茶褐色土は古墳時代の遺物を含む包含層である。

特殊な遺物としては、黄褐色土から土錘、緑釉陶器が、茶褐色土から土

錘、砥石、鉄器が出上している。

鎌倉時代の濤 1条、土坑、柱穴を検出した。

濤は、トレンチ北端にあり、幅5,4m、 深さ2.4mの東西方向の滞である。

滞中には、粘土と砂が交互に堆積している。出土遺物は、古墳時代～鎌倉

時代の須恵器、土師器、瓦器、土錘などである。

古墳時代の撮立柱建物址 2棟、土坑、柱穴、濤を検出した。

トレンチ東南隅で検出された 2間以上×2間以上の掘立柱建物址で、柱

間距離は1.8mである。

トレンチ南部で検出された、桁行 3間、梁行 2間以上の東西棟の掘立柱

建物址で、攪乱を受けている。柱間距離は、東西方向1.2～ 1.6m、 南北方

向1.8mである。

これらの柱穴からは、6世紀前半の須恵器、土師器などが出上している。

今年度の調査では、弥生時代の竪穴住居址 2棟、土器棺墓 1基、河道、

古墳時代の竪穴住居l■ 14棟、掘立柱建物址 5棟、土壊墓 1基、土器棺墓 1

基、土坑、濤、中世の掘立柱建物l■ 2棟、土坑、濤などが発見された。こ

のうち、弥生時代の竪穴住居l■、土器棺墓、古墳時代の墓址は、今年度に

なって、新たに発見されたものである。

出土遺物の中では、城の前地区第14次調査で検出された滑石製の勾玉と

有Tし円板が注目される。同様の遺物が、中町地区第 1次調査でも出土して

ヤヽる。

昨年度までの調査と合わせると、城の前地区を中心に検出された古墳時

代の竪穴住居址は35棟、掘立柱建物址は10棟にのぼり、古墳時代を中心と

した集落が、山手幹線と弓場線の交差点付近より、西側と北側へ拡がって

いることが明らかになった。
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15 郡家遺跡 (岸本地区)

1.は じめに

2.基本層序

15.難象遺跡 (滓米地区)

郡家遺跡は、東灘区御影町郡家、御影を中心に東西約800m、 南北約500m

の範囲に広がっていると考えられ、時期も弥生時代から中世までの遺構が

石流性扇状地の微高地に立地する。

T傑呈書キ星毛こ伝』畜留慕蜃壱Fを 素囁夏影露≧島雪蒜

を除去すると古墳時代の遺構面となる。  hg 206調査地位置図 1:5,000

fi´

‐
:;サ
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3.遺構と遺物
S K01 調査区の北東隅で検出されたため、規模は不明であるが深さ0.4mの石

組みの遺構である。

石組みは北面し、弧状をなし約 3m検出された。組まれた石は一部を除

き、大多数は花商岩である。石組みの中には矢穴のある石が含まれている。

矢穴は3ヶ あり、2つが並び、もう1つ力弱Jの面にある。矢穴の観察より、

一方向から割り、さらにもう一方向から半萩するよう割っていると考えら

れる。

上坑内の堆積状況は、最下層に花商岩の割石があり、その上に泥砂層が

堆積していた。

中から土師器、須恵器片とともに陶器および中国製染付が出上した。こ

れらの遺物から近世 (16世紀後半～17世紀前半)の ものと考えられる。

遺構の性格は、泉水の一部、水溜、いわゆる足洗場等考えられるが、遺

構の全容が不明のため、性格は不明である。

SK01 0        1mSX01

ng 208 S X01・ S K01平面・立面図

hg 209 S K01(手 前)。 S X01 ag.210 S K01石 組み

-134-



S X01

S X04

S K02

S K03

15.郡家遺跡 (岸本地区)

南北約 7m、 東西約 2mの規模で検出された落ち込み状遺構である。深

さは0.4m～ 0.7mである。

S X01の壁の一部に北面して石組が検出された。石組は幅約 2m、 高さ

0,5mの規模をもち、13石で構築されている。 S K01に比べ稚拙である。

堆積土は茶褐色泥砂層で、堆積土内より上師器、須恵器の少片、鉄片が

出土している。また重さ約750k9の矢穴のある石が、 1つ 出上している。

遺物から時期を決定するのは不可能であるが、遺構の切 り合い関係より

近世のものと考えられる。

S X01の南側に検出された南北約 5m、 東西約 2m、 深さ約0,6mの落

ち込み状遺構である。

S X01に石組があったため、当初 S X01の掘形と考えていたが、調査途

中よりS X01と は別個の遺構であることがわかった。 S X01の石組みの掘

形は石組に接近していることが判明した。

遺物は土師器、須恵器少片、瓦器片と備前焼、丹波焼等の陶片が出土し

た。時期は中世以降と考えられる。

南北3.6m、 東西2.6m、 深さ約0.8mの不整形の上坑である。

矢穴のある石が10個出上している。矢穴のある石はすべて取り出した。取

り出しの過程で次のようなこと力半J明 した。104固 のうち 3個は、土坑の南辺

で出上した。直径0。 3m大の直方体の矢穴のある石である。その他の 7個の

うち 5個は、同一の石を割りそのまま搬出せずに放棄したものと考えられる。

出土状況があたかも一個の塊が展開されたように出上している。また、花闘

岩は比較的鉱物の結晶の大きな岩石であり、その鉱物の結晶、並び方や石の

割れ日より同一の石であると判断した。そして石の割れ口より他の 2石も同

一の可能性はあるが、明確にはならなかった。 lt近いものが 3石、その他

7石は30Cl～ 500k9程度のものであった。石材は、いわゆる六甲花筒岩といわ

れる閃雲花商岩であると思われる。その他に上器片と鉄滓の出土があった。

古墳時代及び中世の土師器、須恵器が大部分であったが、近世と思われ

る遺物も少量出土している。

直径約 2m、 深さ0。 7mのほぼ円形の上坑である。上層は茶褐色の砂が

堆積し、これを削除すると底面に花商岩の石暦が検出された。石局の大き

さは、径 2～ 3 cm大のものから20cm大のものまでが、集積された状態で検

出された。出土量は、28を 入コンテナで約13杯分である。他に直径約30cm

と20cm大の直方体の矢穴のある石が 1個ずつ出土している。製品を造った

際の石婿と考えられる。その他に土師器、須恵器、陶器片と鉄津が出土し

ている。遺構の切合い関係と遺物から近世のものを考えられる。
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S D02・ 03

S D04

調査区北辺で検出された遺構である。

当初、S D02と S D03は 2つの自然流路と思われたが最終的に一つの落

ち込み遺構であることが判明した。幅約 5m、 深さ約0.7mである。

出土遺物は土師器、須恵器、陶器片が出土した。時期は中世と思われる。

調査地の西端で検出された遺構である。 S D01の中世遺物包含層を切り

込んだ遺構である。他の遺構内の流入土と異なり、黄色の粘質砂泥層で濤

状遺構と考えたが、調査地の制約もあリー概に濤状遺構と考えるのは妥当

ではないかもしれない。

北側では深さ約0.2m、 南側約0。 4mである。

出土遺物は、須恵器坑・鉢・壷・奏、土師器皿・羽釜・三足蝸・養、瓦

器坑・皿、瓦質渦、青磁、中国製褐釉壺等である。褐釉壷は市内でも出土

例が少なく注目に価する。遺物から13世紀後半から14世紀後半頃のものと

考えられる。

~7     8

-9    10

苧 5 6

ig 21l S D04出 土土器実測図
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S K04・ 06

C-3ビ ット5

S X02

15.郡家遺跡 (岸本地区)

調査区南部で検出された S B01を切る中世の土坑である。 S K04は、長

径1,7m、 短径0.8m、 深さ0.6mの楕円形を呈する。上下 2層 に分層され

上層は淡赤褐色砂泥層、下層は褐色砂層であった。須恵器坑・鉢、土師器

片が出上している。その他に銭一点が出上し、「皇宋通宝」 (北朱、宝元 2

年西暦1039年 )と判読された。質が悪く残存状況もよくない点から私鋳銭

と考えられる。 S K06は、 S K04に切られる直径0。 8m、 深さ0,4mの円形

の土坑で、土師器片、須恵器片が少量出土した。 S K04、 S K06と も土坑

の性格は不明である。

S D01内 の堆積土を削除後検出された直径1,lm、 深さ約0。 2mの皿状の

遺構である。茶褐色泥砂層が最下層に、次に黄色粘土層、次に茶褐色泥砂

層となる。このように粘土層をはさみ泥砂層が堆積し、上面には焼石が検

出された。遺物は出土せず、性格等は不明である。

S D05、 S B01、 S D06の上面に堆積した北に浅く南に深く不定形の落

ち込みである。

遺物は、弥生、古墳、奈良時代のものを含み、量的には古墳時代の土師

器、須恵器が主体である。下限の遺物は奈良時代もしくは平安時代前半の

ものもある。器種としては、須恵器lTh、 甕、壷、土師器郭、皿、甕等であ

る。注目すべき遺物としてS X02南東部から石庖丁が 1点出上している。

郡家遺跡では、初見である。

長正三三三三∃三三三三三三孔   産≦≡重重≡童誕生

==三

ニェ

“

4

頂
て巨正三正三三]≡

≡≡≡≡

瓦≡房:                5

妻 理

ig.212 S X02出 土土器実測図
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匪∋~の 7
0                             20cm

ig 213 S D01下 層出土遺物

S D01     調査区西端で検出された幅約 6m、 深さ
約0.4mの南北に流れる流路状遺構である。

上下 2層 に分層され、上層は中世の遺物を

主体とし、弥生時代及び古墳時代の遺物が

出上した。下層は古墳時代の遺物を主体と

して弥生時代の遺物も含まれている。SD
01の北半では、中世の遺物を含む流上が何

度も流路をかえている様子が断面で観察さ ng 214 S D01遺 物出土状況

れた。下層の堆積状況は北に薄く南に厚く堆積していた。

下層の上を削除すると、下層の上に切り込んだピットが 6ヶ 所検出され

た。この 6ヶ所のピットのうち S K02の南側のピット (D-2、 P2)か ら長

さ13.5cm、 幅 2 clnの鉄製の鎌が出上した。また、このピットと南側のピッ

ト、 S D01の東肩のピット2ヶ 所とSD01の 中央部の 2ヶ 所、計 6ヶ 所の

ピットが、東西棟 1間×2間の建物 (S B03)と なる可能性がある。さら

に南半では、濤底面より性格不明の落ち込み状遺構 S X03(南北約 5m、

東西約 2m、 深さ約0。 6m)が検出された。土師器、須恵器が少量出上した。

上層の遺物は、細片で時期及び器形を判断する材料に乏しいが13世紀頃

と思われる。下層は、須恵器不身・郭蓋・奏、土師器壼・甕・高lTh、 土錘

等が出土している。その他に銀環が出上している。
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15 郡家遺跡 (岸本地区)

産三三三三三三二二二二≧ェ1 と三三三三二]三三二≧≧ェ

fig 215

S B01

S B02

S D05

S B01出土土器実測図

一辺約 6mの隅円方形住居址である。検出面より約0.3mの深さで残存

しており、北辺は階段状に掘られている部分があり、東辺はやや傾斜した

壁である。周壁濤はなく、北東隅に幅約1.Om、 深さ約0.3mで鍵形に滞状

の遺構が検出された。ピットは住居址内に9ヶ 所検出された。すべてが

0.2m以上の深さのものである。北辺と東辺に平行に並ぶ 6個が柱穴と考

えられる。調査地の制約もあるが、中央には土坑はないものと考えられる。

遺物は住居址の北辺に多く出上した。出土した遺物は、須恵器郭身・郭蓋、

小型壺、甕片、土師器甕・把手付甕等である。遺物より6世紀半ばから後

半頃のものと考えられる。

東端部で一棟として考えられる4個の柱穴を検出した。 2間 × 1間以上

で東に延びる。南北の柱間の距離は1.5m、 東西の柱間距離は、1.7mであ

る。ピット堆積上の色、質より古墳時代ではないかと考えられる。

S B01の北辺にも4個のピットが並ぶが、建物としてのまとまりは示さ

なかった。 S B01と の関係のあるものであろうか。

幅約1.5m、 深さ0。 2mの南北に流れる濤状遺構である。

古墳時代の上師器、須恵器片が出上した。出土量は少ないが、 S B01・

S D01等 と大差ない時期のものと考えられる。

調査区の高東隅 S X02の下層に検出された幅約1.8m、 深さ約0.3mの滞

状遺構である。出土遺物は、須恵器邪身・郵蓋・甕片、土師器片と鉄鏃 1

点が出上した。 6世紀中半頃のものと考えられる。

S D06
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fig. 216 S K02

fig 217 S K05

fig 218  S B01
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4.ま とめ

15 郡家遺跡 (岸本地区)

今回の調査で、大きく区分すると4時代の遺物と遺構が検出された。

近世 (安土桃山時代～江戸時代初期)で は、「石切り」に関連する遺物

と遺構がある。矢穴のある石等関連石材については、藤川祐作氏に実見を

していただいた。sX01で 出上した矢穴のある石は、藤川氏の分類による

とAタ イプの矢穴である。また、SK01、 SK02の ものは、 Bタ イプと考え

られる。両者ともに、石切 りの技術から、比較的古いものと考えられる。

また、石切 りに選ばれた石は、郡家遺跡に散在する転石であろう。さら

に矢穴の存在と矢穴の観察から、おそらく石垣石としての利用が、妥当と

考えられる。

中世に関し、特に遺物出土量が豊富であったSD04について述べてみた

い。瓦器は、主に畿内では、京都、奈良、大阪で生産し、流通消費されて

いる。一方神戸市内では、神出古窯址群、魚住古窯群等で生産された須恵器

が、概ね日常雑器として消費されている。しかしながら当郡家遺跡では、瓦

器と須恵器が混在した状態で出土する。このような遺跡としては、神楽遺

跡、宇治川南遺跡があげられる。現在の段階では、資料不足で臆測にすぎな

いが、海沿いの遺跡で出土する点などから、両者の接点を求めることで、中

世の流通形態の一部を垣間見ることができるのではないかと考えられる。

奈良時代の遺構は、郡家遺跡のこれまでの調査例では大蔵地区を除いて

ほとんど知られていない。今回の調査でも、自然の落ち込み状遺構にすぎ

ないが、出土遺物の内容から、奈良時代の器種を概ね見ることができ、重

要な資料であるといえる。

古墳時代では、竪穴住居址の検出がある。これは前年度調査の城ノ前第

7次調査で検出された竪穴住居址の時期と連続する。郡家遺跡では、古墳

時代にある一定の範囲で100年近く生活を営んでいたことになる。

ig 220(右)出 土遺物実測図 1。 2 S D01銀環 3 S D06鉄鏃 4 S D01鉄鎌

ig 219 S D01銀 環出土状況
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次に遺構は検出されなかったが、弥生時代の出土遺物について触れてみ

たい。今までの調査では、弥生時代の遺跡は、ほとんどが後期に属するも

のであったが、SX02の石庖丁、SD01のサヌカイトチップ、包含層出土の

石鏃等、付近に中期の遺構の存在を窺える遺物が出上している。

また、調査地を地理学的な観点から、立命館大学非常勤講師 。高橋学氏

に見ていただいた。高橋氏からいただいた教示をもとにまとめてみると土

石流は、調査区北東部より南西へ舌状に流れ堆積している。これは、 1ト

ン前後の転石を図上で拾うことによって示される。舌状地の東西両側には、

土石流が堆積した後に土砂が堆積する。SB01付近には、転石がなく砂地

であることが証左となる。

以上のように、近世石切りに関連する遺構と遺物の検出、土石流の一形態が

明確になったことなど数多くの成果があがった。今後の課題として、今回の

調査地を含め、石切りと大坂築城が、藤川氏のいわれるように結びつくのであ

ろうか。中世及び近世文書にみえる「得位時枝荘」の「時枝」と、近代において

当地域に石切り(石工)と 関わりの多い「時枝氏」との関連の追求を行なわねば

ならない。また、周辺に存在する石造物等の調査も課題として残る。

中世では、稀少例である褐釉壺が、当時どのようにして中国から入り、

どのような人物に所有されたのか等、郡家遺跡での中世の遺構が平野氏や

平野城、また得位時枝荘とどこまで結びつけられるかが課題となろう。

古墳時代では、通常埋葬施設で出土する銀環がSD01滞 内より出土して

いる。付近に伊賀塚という字名が存在するが、かつて付近に古墳が存在し

ていたのかという点を明らかにしなければならない。

以上のように多大な成果とともに今後の課題も残された。今後の検討に

まちたい。

fig 221

調査地全景 (南から)
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1.は じめに

16 住吉宮町遺跡

16.住吉宮町遺跡一第 1次調査 一

住吉宮町遺跡は、住吉川と石屋川によって形成された扇状地に立地し、

標高約20mの ところに位置している。

近年、東灘区周辺では、市街地の再開発が進み、道路建設工事やマンショ

ン建設工事に先立つ発掘調査で、今まで知られていなかった遺跡が新たに

発見されるようになってきた。住吉宮町遺跡もこうした工事によって偶然

発見された遺跡である。

昭和60年 6月 14日 、住吉宮町 7丁 目のマンション建設工事現場で、工事

中に地表下約1.5mの ところで、中世の上坑及び土器が発見された。さらに、

工事予定地内の4ヶ 所で試掘坑を入れた結果、中世の遺構面よりも約20帥

下に、古墳時代後期末の遺物包含層 (淡褐色粘質土層)が、そして、約50cm

下に弥生時代後期末～古墳時代前期初頭の遺物包含層 (黒褐色粘質土層)

が確認された。

そのため、工事影響範囲である約500ポ について、発掘調査を実施した。

!lii:|::::ili:lill!::::::::::::!!:!:::::::::::!:::!:::::::::!!!:::ヨ

言纏
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fig, 223

遺構全体図

fig 224

調査地全景 (東から)

-144-



2.調査の概要
遣 構

1号墳

16 住吉宮町遺跡

今回の調査で検出された遺構は、古墳時代後期の方墳 3基の他、古墳時

代後期末の濤・土坑・ピットや鎌倉時代の上坑等である。

古墳時代後期初め頃の遺構

この時期に属する遺構としては、 3基の古墳がある。これらの古墳はい

ずれも一辺10m内外の方墳で、隣接地で実施した第 2次調査でも8基確認

されており、周辺に群集していた可能性が考えられる。

調査区の西側で検出された方墳で、南北長10.Om、 東西長6.4m以上、

墳丘盛上の高さは0。 5mを測る。最大幅2.lm、 深さ0。 8mの周濤がめぐり、

人頭大の礫を用いた葺石がある。埋葬施設は、確認できなかったが、墳丘

盛土内より鉄刀が 1振出上している。

また、北側の周濤の底から、土師器壼形土器が 1個体出上しており、東

側の周濤内からは、硬質土師質円筒埴輪が出上している。

ig 225 1号 墳平面図

tig 226

1号墳葺石検出状況
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2号墳

11号墳

調査区の南側で検出された方墳で、南北長8.Om、 東西2.3m以上、墳丘

盛上の高さは、0.3mを測る。最大幅2.Om、 深さ0.5mの周濤がめぐる。

墳丘上には人頭大の礫が散乱しているが、後世の攪乱を受け、原形を留め

ていないため、これらの礫が、果たして 2号墳の葺石であったかどうかは

断定し難い。

墳丘の西側は調査区外にのびており、埋葬施設は確認できなかった。ま

た、墳丘上及び周濤内から遺物は出上しなかった。

2号墳のすぐ北東側に周濤を接するようにして検出された方墳で、南北

長4.5m、 東西長3.5m以上、墳丘盛上の高さは0,2mを 測る。最大幅1.5m、

深さ0.15mの周濤がめぐり、葺石は検出されなかった。

墳丘の東側は調査区外にのびており、埋葬施設は確認できなかった。ま

た、墳丘上及び周濤内から遺物は出土しなかった。

饉:‡

ng_227 2号 墳 9ヒから)

0翠
aa

■g228 2号 。11号墳平面図
贅静
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S D01

S D02

S D03

S K01

S K02

S K03

S K04

16.住吉宮町遺跡

古墳時代後期末の遺構

この時期に属する遺構は、主として調査区北側で検出しており、濤状遺

構 3条、土坑 6基の他、ピット多数等である。

幅25cm～ 30cm、深さ10cm～ 15clnを 測る南北方向にのびる濤】犬遺構である。

埋土内より、須恵器、土師器が出土している。

幅1.2m以上、深さ20cm以上を測る東西方向にのびる濤状遺構である。

西側は S D01に切られている。埋土内より須恵器、土師器が出上している。

幅0.8～ 1,4m以上、深さ 5 cm～ 15cmを測る南北方向にのびる滞状遺構で

ある。埋土内より須恵器、土師器が出上している。

調査区北西隅で検出した方形の竪穴状遺構で、南北長2.7m以上、東西

長1.6m以上、深さ0,1～ 0。 3mを測る。底面付近では、 2か所において焼

土塊を確認している。ピットを2か所で検出しており、南東隅には、0。 9m

×0.7mの楕円形の上坑がみられる。埋土内より、須恵器杯・高郭、土師

器甕・甑等が出上している。

調査区北側中央付近で検出した楕円形の上坑で、長径1.2m、 短径1.Om、

深さ0.lmを 淑1る。埋土内より須恵器、土師器が出土している。

長径1.2m以上、短径0。 9m、 深さ0。 lmを測る楕円形の上坑で、北側は

S K02に切られている。埋土内より須恵器、土師器が出土している。

S K02、 S K03のすぐ東側で検出した楕円形の上坑で、長径1.3m、 短

径0.3m以上、深さ 5～ 10cmを 測る。北側は調査区外にのびている。埋土

内より須恵器、土師器が出土している。

0                  10mfig 229

遺構全体図
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S K05

S K06

S K07

長径1.4m、 短径0。 9m、 深さ0.lmを 測る楕円形の上坑で、北側はSK
04に切られている。埋土内より須恵器、土師器が出土している。

S D03の東方約1.5mで検出した浅い不整形の落ち込みで、長径3.Om、

短径1.5m以上、深さ5～ 10cmを測る。埋土内より須恵器、土師器が出土

している。

鎌倉時代の遺構

長径5.5m以上、短径4.Om、 深さ0.1～ 0.2mを 測る楕円形の上坑である。

上坑の底面には6個のピットが不規則に掘り込まれている。埋土内より、

鎌倉時代の須恵器坑・休 。甕・羽釜、瓦器坑、白磁碗の他、鉄片などが出

上している。

fig 230 S K07平面図

策

0           2m

fig 231 S K07
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16.住吉宮町遺跡

遣 物     今回の調査では、古墳時代後期や鎌倉時代の遺物の他に、最下層の黒褐色粘
質土層内より、弥生時代後期末～古墳時代前期初頭の遺物が出上している。

弥生時代後期末～古墳時代前期初頭の遺物

地表下約 2mの黒褐色粘質土層内よリコンテナ 4箱分出上している。器

形としては、壺、甕、鉢、高郭等がある。この時期に属する遺構は、今回

の調査では検出していない。

Fig 232

黒褐色粘質土層

出土遺物

円筒埴輸

鉄  刀

古墳時代後期初め頃の遺物

特に 1号墳の周辺から多く出上しており、コンテナ 3箱分ある。

円筒埴輪は、色調が明黄褐色を呈する軟質で、焼成が土師質のものと、

色調が暗黄褐色を呈するやや硬質で、焼成が土師質のものと、色調が青灰

色を呈する硬質で、焼成が須恵質のものとの 3つのタイプに大別できる。

1号墳の東側周濤内より出上した円筒埴輪は、 2番目の硬質土師質タイ

プのものであり、軟質土師質及び硬質須恵質のものは、上層の淡褐色粘質

土層内より出上している。

1号墳墳丘内より出土した鉄刀は、現存長77.Ocm、 幅3.8伽 を測り、茎

部に二つの目釘穴を穿つ。X線写真の結果では、現在のところ、線刻及び

象嵌等は確認していない。

その他、 1号墳周辺からは、須恵器lTh・ 高不、土師器壺・高lTh・ 甕等が

出土している。

fig 233

鉄刀出土状況

憲
霊
零
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ig 234 出土遺物実測図 1・ 21号墳周構内 4～ 11包倉層 (2は S=1/6)

古墳時代後期末の遺物

地表下約1,7mの灰褐色粗砂上面 (遺構面)及び、その上層の淡褐色粘

質土層 (包含層)から、コンテナ15箱分出上している。須恵器では、郭、

高郭、甕の他、飯蛤壷形土器が出土している。土師器には、郭、高郭、甕

等がある。また、管状土錘や両端部に穿孔をもつ棒状土錘も出土している。

鎌倉時代の遺物

S K07と その周辺から出土し、須恵器坑・鉢・甕等、土師器小皿 。甕・

羽釜等がある。また、瓦器坑、白磁碗、鉄片等が出上している。
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fig 235

飯蛤壺形土器出土状況

3.ま とめ

16.住吉宮町遺跡

今回の調査は、工事中の不時発見ということもあり、また、建物の基礎

部分のみという制約もあって、十分な検討を行うことが困難であったが、

いくつかの重要な知見を得ることができた。

まず第一に、早くから市街地化され、遺跡の有無さえ未確認であった地

域において、群集した方墳群が発見されたということである。これまで、

このような平地における群集した古墳群は、長原遺跡 (大阪市平野区)等

にみられたが、比較的稀少な例であり、また、市街地の中にありながら、

原形をかなり良好に留めているものがあるという点でも重要である。

第二に、隣接地の第 2次調査区でも同様であったが、住吉宮町遺跡で発

見された古墳が、すべて一辺 5～ 10m内外の方墳であり、これらの古墳が

極めて接近して造営されているという点でも興味深い。

第三に、現在の海岸線から約 l km北方の住吉宮町遺跡において、土錘や

飯蛤壷形土器等の漁労生活に関する遺物が出上したことは、旧汀線の復原

を検討するうえにおいて、比較的重要な資料となる可能性が高い。

残念ながら、今回の調査では、遺跡の全容や性格を明らかにすることが

できなかったが、今後、周辺地域における発掘調査が進展することによっ

て、しだいに明らかになるであろう。
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1.は じめに

17.住吉宮町遺跡 一第 2次調査―

住吉宮町を含む東灘区・灘区周辺は早くから市街化が進み、埋蔵文化財

の存在については未知の状態に近かった。近年、これらの市街地にも再開

発の波が及び、道路工事。マンション建設工事に先立つ発掘調査で、今日

まで未知の遺跡も周知のものとなりつつある。

昭和60年 6月 14日、当調査地区の東隣のマンション建設工事現場で、鎌

倉時代前半の上坑。遺物が発見されたのが、住吉宮町遺跡発見の契機であ

る。これが第 1次調査地区にあたり、弥生時代後期末葉～古墳時代前期初

発掘調査を実施した。調査地区

については使宜的に図237の よ

うに呼称している。

2.調査の概要  今回の調査では、大きく分けて 3時期の遺構面を確認した。古い順にそ
れぞれをI期・Ⅱ期・Ⅲ期と呼称する。

6区

fig 237

調査地区設定図

°
―~――十一―――一―」甲

m
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S K01

fig 238 S K01

17 住吉宮町遺跡

I期 (古墳時代前期初頭)

現地表下約 2mで検出した遺物包含層である黒褐色粘質土と、 5区北端
の土坑 (S K01)、 7区北半の土坑 (S K02)、 9区東半の落ち込み (SX
01)を検出した。遺構は調査地区南半に集中しており、土器の出土量も同

様に南半を中心とする。

長径1.75m、 短径1.30m、 深さ0.6mを測る円形の上坑で、北壁部は袋

状を呈している。埋土中より多量の上器片が出上している。

tig 239 S X01

C―

一

Fig 240

1期遺構配置図
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S K02

S X01

直径 0。 85m、 深さ0。 35mの 円形の上坑である。埋土中より壷形土器・甕

形土器・高郭形土器・鉢形土器等が出土している。

後述する8号墳の周濤部分と重複する位置で検出した。西側の肩部しか

検出できなかったため、遺構の全容を明らかにすることはできなかった。

最深部で約0.6mを測る落ち込みである。埋土中より壼形土器・甕形土器・

鉢形土器等の多量の上器が出上している。

O

扁戸下両下耳

=亘

Ξ

=訂

″
15

‐ 書 き
｀ 16

ng 241 S K02(I期 )出土遺物
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17 住吉宮町遺跡

1～ 12 7区

13-19 9区 S X01

20～23 各区包含層

杜_」.|lr8 岡
卸
判
韻

M 賎 1

逐型』毯d巡こ_どとこ≦Ⅲ5

ig 242 1期 出土遺物
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fig 243

Ⅱ期古墳位置図
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(1)築造方法

17.住吉宮町遺跡

Ⅱ期 (古墳時代後期初頭)

狭い調査区の中で合計 8基の小型古墳を検出した。

検出した 8基の古墳の築造方法は、基本的に同一であり、 I期の包含層

である黒褐色粘質土上面を基盤として、周濤を掘削することによって墳丘

盛上を確保している。墳丘の遺存度に左右されるものの、墳丘規模が大き

いほど周濤の幅と深さ力S大 きいのは、このためであろう。また、盛土内に

I期の上器の細片を包含する点からも周滞掘削土が盛土として使われたこ

とが想像できる。古墳に伴う周濤は墳丘を画するという意味を持ちながら、

墳丘盛上の確保という大きな目的があったと考えられる。

また、外部施設としての葺石については、墳丘断面の観察からみると、

3:ζ::怠三?::争与::こ 
些ヾ馬子:蟄二:ラフ
√~十~

え、順次小さい石を葺 き上げて

いったと考えられる。

円筒埴輪の樹立については、 3

号墳のみで確認されたものである

が、直径約30cIIlの掘形を墳丘上面

から黒褐色粘質上の上面まで掘削

し、この中へ埴輪を立てたようで

ある。なお、埴輪樹立の詳細につ

いては、さらに検討が必要である。

L

―
丁
ヽ
――
―

0             50cm

ag 244 4号 墳須恵器出土状況

腱
Ⅷ
郎
酸
醒
咽

Ａ

Ｉ
Ｉ
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鰤
a

0               3m
一

ag 245 3号墳平面・立面図
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ag.246 3号 墳
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ng 247 3号 墳円筒埴輪実測図



17.住吉宮町遺跡

偉)古墳群の形成 ここでは、どのような時期変遷を経て、各古墳が築造されていったかを
みていきたい。それぞれの古墳には、直接切 り合い関係が認められないた

め、出上遺物の型式を軸に、墳丘規模やその位置等の諸条件を加味して判

断せざるを得ない。

3号墳     最古段階に位置づけられるのは、葺石・埴輪で墳丘を飾り、最大規模を

有する3号墳と考えるのが妥当であろう。川西編年第V期に比定できる円

筒埴輪を3本検出しているが、同一型式の埴輪片を7号墳の基盤上面で検

出している。

7号墳     7号 墳の埋葬施設内の須恵器が陶邑田辺編年 (以下省略)TK 208型式
に比定できることより、 3号墳は 7号墳より古 く、TK 208型式より遡る

ことは確実である。

4・ 8・ 10号墳    また、4号墳・8号墳。10号墳の須恵器もTK 208～ 23型式にほt裁ヒ定でき、7

号墳よりやや時期が下がると考えられる。なお、8号墳の須恵器有蓋高lThの

脚部形態は管見に触れないもので、その供給窯の追求が課題として残される。

6号墳     そして、最後に築造されたのが、他の古墳の隙間に占地し、かつ最小規
模である6号墳と考えられる。

ig 248 7号 墳埋葬施設 ig 249 8号墳墳頂須恵器出上状況

輩

ag 250 8号墳墳頂出土須恵器
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tig 251

9号墳 (北から)

fig 252

9号墳石棺 (北から)

fig 253

9号墳石棺 (東から)
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